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協
議
員
会
は
今 

 

４
～
６
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
取
組
内
容
と
予
算

に
つ
い
て 

・
広
報
誌
「
辻
川
だ
よ
り
」
作
成 

・
自
主
総
合
防
災
訓
練 

・
辻
川
山 

ふ
れ
あ
い
里
山
事
業 

② 

第
１
回
辻
川
グ
ラ
ン
ド
大
会

に
つ
い
て 

③ 

法
人
化
に
向
け
て 

④ 

山
口
堂
「
鈴
の
森
神
社
ご
本
尊

大
日
如
来
」
修
復
に
つ
い
て 

⑤ 

辻
川
屋
台
「
高
欄
幕
」
購
入
に

つ
い
て 

⑥ 

辻
川
山
西
斜
面
伐
採
終
了
後

に
つ
い
て 

⑦ 

溝
普
請
の
分
担 

⑧ 

民
俗
学
の
夕
べ
の
内
容
と
分

担 

⑨ 
福
崎
町
ま
ち
づ
く
り
課
か
ら 

 
 

 

空
家
活
用
、
狭
隘
道
路
、
公 

共
交
通
再
編
成
等
に
つ
い
て 

⑩ 

里
道
側
溝
改
修
工
事 

見
積
に

つ
い
て 

      

当
面
の
予
定 

 

７
／
１
６
（
月
・
祝
）
午
前
９
時
～ 

 

辻
川
山
鈴
の
森
神
社
境
内
清
掃 

７
／
２
０(

金) 

午
後
７
時
～ 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

行
政
懇
談
会 

８
／
４(

土) 

民
俗
学
の
夕
べ 

午
後
５
時 

夜
店
開
店 

（
６
団
体
予
定
） 

午
後
６
時 

開
会 

 
 

午
後
９
時
１
０
分
頃 

閉
会
予
定 

８
／
５(

日) 

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン 

作
戦 

 

８
月
中
旬 

自
治
会
対
抗
親
善 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

９
月
中
旬 

 

隣
保
長
各
種
団
体 

会
議 

 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

◇
７
月
８
日(

日) 

夏
え
び
す 

 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓(

は
ら)

い
。 

 

一
戸
あ
た
り
賽
銭(

さ
い
せ
ん)

２
０
０
円
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。 

◇
７
月
１
５
日(

日) 

夏
ま
つ
り 

 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓
い
。
井
ノ

口
と
一
緒
に
神
事
を
執
り
行
い

ま
す
。 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数

お
詣
り
下
さ
い
。 

［
十
八
隣
保 

長
田
］ 

事
業
報
告 

◆
４
月
７
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

①
今
年
度
の
「
自
律(

立)

の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
」
に
つ
い
て
意

見
交
換
（
町
よ
り
担
当
者
出
席
） 

② 

各
種
団
体
新
役
員
紹
介 

③ 

第
１
回
グ
ラ
ン
ド
大
会
の
実
施

要
項
説
明
。 

④ 

溝
普
請
の
予
定
説
明 

⑤ 

辻
川
山
公
園
周
辺
の
清
掃 

 

★
新
役
員
の
お
知
ら
せ 

４
月
の
老
人
会
総
会
で
、
平
成
３

０
年
度
の
役
員
が
次
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

第
１
ク
ラ
ブ
会
長 

上
延
英
一 

第
２
ク
ラ
ブ
会
長 

岡
本 

太 

会 

計 
 

 
 

 

髙
井
紳
一 

 ◆
各
改
修
事
業
等
の
様
子 
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「
法
人
格
取
得
に
つ
い
て
・
・
・
」 

区
長 

鈴 

木 

健 

文 

今
年
も
、
猛
暑
の
季
節
が
来
ま
し
た
が
、
十

分
に
水
分
補
給
し
、
栄
養
を
補
い
、
睡
眠
を
と

り
、
夏
に
負
け
な
い
よ
う
に
皆
さ
ん
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。 

さ
て
、
５
月
中
旬
に
「
法
人
格
取
得
概
略
」

説
明
書
を
各
戸
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
ご
拝
読
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

私
自
身
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
情
報
収
集
、

知
識
の
習
得
に
努
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

只
、
言
え
る
こ
と
は
将
来
を
見
据
え
た
場
合
、

必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。
取
組
に
向
け
て
や
っ

と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
上
に
立
ち
、
こ
れ
か
ら

検
討
委
員
会
で
「
規
約
」「
資
産
内
容
」「
名
簿
」

等
を
作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
色
々
な
問
題
、

局
面
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
限
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
翌
年
の

夏
頃
に
は
許
可
を
も
ら
え
る
よ
う
に
目
指
し
ま

す
。
辻
川
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
意
見
、
ご
質

問
が
あ
れ
ば
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
是
非
、
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

最
後
に
、
今
年
も
「
民
俗
学
の
夕
べ
」
を
８

月
４
日(

土)

に
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
、
初
企

画
「
人
形
劇
」
を
行
い
ま
す
の
で
会
場
へ
の
お

越
し
を
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

4/1 辻川山公園 桜満開 

 

4/29 公民館花壇のパンジー 

 

4/29 辻川グランド大会にて 

地蔵堂屋根改修 

 

 屋台蔵前デッキ塗装 

 

 

辻川山西斜面伐採 
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◆
４
月
７
日(

土) 

辻
川
界
隈
展 

民
俗
辻
広
場
ま
つ
り
に
併
せ
て

「
辻
川
界
隈
ま
る
ご
と
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
受
付

で 

１
４
３
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

内
１
１
９
名
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
全
部
で
８

ヶ
所
。
昔
懐
か
し
い
遊
び
コ
ー
ナ
ー

（
缶
け
り
、
パ
ッ
チ
ン
、
輪
投
げ
等
）

の
あ
る
ポ
イ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

区
内
の
旧
道
沿
い
の
家
並
み
や
た

た
ず
ま
い
は
、
昭
和
の
面
影
を
残
し

つ
つ
も
、
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ
た
り
と 

･
･ 

                  

歩
く
と
、
懐
か
し
い
記
憶
が
よ
み
が 

え
っ
て
き
ま
す
。
昔
は
、
日
が
暮
れ

る
頃
ま
で
鈴
の
森
神
社
の
境
内
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
お
稲
荷

さ
ん
で
缶
蹴
り
を
し
た
り
し
た
も

の
で
し
た
。
最
近
で
は
、
カ
ッ
パ
と

と
も
に
新
妖
怪
が
脚
光
を
浴
び
て

い
ま
す
が
、
地
蔵
堂
や
有
井
堂
だ
け

で
な
く
お
稲
荷
さ
ん
さ
え
も
行
く

機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代

に
限
ら
ず
、
ど
の
世
代
に
も
、
こ
の

辻
川
界
隈
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
の
意
義
は
大
き
い
と
い
え
ま
す
。 

                    

◆
４
月
２
９
日
（
昭
和
の
日
） 

第
１
回
辻
川
グ
ラ
ン
ド
大
会 

長
ら
く
続
い
た
伝
統
あ
る
大
運

動
会
に
変
わ
る
新
し
い
取
組
と
し

て
、
第
１
回
辻
川
グ
ラ
ン
ド
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
三
世

代
交
流
や
老
若
男
女
・
新
旧
住
民
が

一
緒
に
「
ふ
れ
あ
う
」
こ
と
の
で
き

る
場
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
好

天
に
恵
ま
れ
、
１
７
５
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い

時
間
を
す
ご
せ
ま
し
た
。
小
さ
な
お

子
様
や
小
中
学
生
も
多
数
参
加
し

て
も
ら
っ
て
大
会
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

                  

◆
５
月
２
０
日
（
日
）
溝
普
請 

区
民
総
出
の
「
田
植
え
」
前
の
恒

例
行
事
。
朝
か
ら
夏
を
感
じ
さ
せ
る

暑
さ
で
し
た
が
、
街
が
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
す
。 

協
議
員
と
有
志
に
よ
る
雲
津
川

清
掃
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

       

◆
５
月
２
６
日
（
土
） 

辻
川
山
公
園
周
辺
の
清
掃 

 

辻
川
山
公
園
周
辺
の
草
引
き
や

清
掃
が
、
今
回
は
２
ブ
ロ
ッ
ク
を
中

心
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
こ
の
清
掃
活

動
は
、
当
番
に
な
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ

ク
を
中
心
に
有
志
の
方
の
協
力
を

得
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
回
３

０
名
を
越
え
る
方
々
の
参
加
を
得

て
、
広
い
公
園
周
辺
が
み
る
み
る
き

れ
い
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
次
回
は
、

７
月
２
８
日
に
３
ブ
ロ
ッ
ク
中
心

で
実
施
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

     

 

    

                 

編
集
後
記 

 

６
月
１
８
日
の
朝
、
大
阪
北
部
を

震
源
と
す
る
大
き
な
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
福
崎
町
で
も
強
い
揺
れ

を
感
じ
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
思
い

出
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
「
天
災
は
忘

れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。
」
私
た
ち

の
備
え
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を

再
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

［
吉
田
］ 

町
消
防
団
消
防
操
法
大
会  

[

５
／
１
３]

 

第
４
８
回
福
崎
町
消
防
団
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
辻
川
分
団
は

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
、
夜
間
訓
練
を

重
ね
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
当
日
は
、

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
、
悪
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
中
で
の
競
技
と
な
り
、
残
念
な
が

ら
力
を
十
分
に
は
発
揮
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。 

田
原
子
供
会
球
技
大
会 

[

６
／
１
６] 

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
優 

勝 

第
１
試
合
１
９ 

― 

０ 

対 

長
目
八
反
田 

第
２
試
合  

８ 

― 

０ 

対 

吉
田 

準
決
勝 

  

３ 

― 

０ 

対 

田
尻 

決 

勝  

１
１ 

― 

０ 

対 

大
門 

福
崎
町
大
会(

６
／
３
０
）
に
進
出
。 

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
） 

 

第
１
試
合 

２ 

― 

０ 

対 

井
之
口
北
野    

  
 
 

第
２
試
合 

０ 

― 

２ 

対 

西
光
寺 

 

男
子
も
女
子
も
よ
く
が
ん
ば
り
ま
し

た
。
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
感
謝
。 

② 歴史民俗資料館 

 
① 柳田圀男生家 

 

⑧ 大庄屋 三木家 

① 俗資料

館 

 

③ 鈴の森神社 

⑦ 元鈴の露酒造、元ますや旅館 

⑥ 高藤稲荷神社 

④ 有井堂 

⑤ 地蔵堂 

ラジオ体操 

菓子取り競争 

○×クイズ 

ミニミニ競争 

グランドゴルフ 

ニアピンコンテスト 

ビンゴゲーム 


